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３ 特 別 会 計      

(１) 国民健康保険事業特別会計 

① 歳 入 

国民健康保険事業特別会計の歳入決算状況は、次のとおりである。 

当初予算額 補正予算額 繰越額 予算現額 調定額 収入済額 不納欠損額 収入未済額
5,002,077 151,106 0 5,153,183 4,910,743 4,723,549 8,088 179,106

  

収入済額 4,723,549千円は、予算現額に対して 91.7％、調定額に対して 96.2％の収入

率となっている。 

また、不納欠損額 8,088千円により、収入未済額は 179,106千円となっている。 

なお、歳入歳出差引不足額 240,209 千円については、翌年度繰上充用により措置され

ている。 

 

○保険税の収入状況

894,012,875 707,321,372 8,038,511 178,652,992 871,420 79.1

716,049,400 662,428,984 0 53,620,416 865,820 92.5

医療給付費分 492,536,100 456,187,486 0 36,348,614 725,801 92.6

後期高齢者支援金分 188,365,200 174,839,593 0 13,525,607 114,391 92.8

介護納付金分 35,148,100 31,401,905 0 3,746,195 25,628 89.3

177,963,475 44,892,388 8,038,511 125,032,576 5,600 25.2

医療給付費分 122,653,364 30,324,169 5,537,625 86,791,570 4,300 24.7

後期高齢者支援金分 42,677,476 11,391,797 1,918,096 29,367,583 1,300 26.7

介護納付金分 12,632,635 3,176,422 582,790 8,873,423 0 25.1

676,192 172,817 49,755 453,620 0 25.6

0 0 0 0 0 －

医療給付費分 0 0 0 0 0 －

後期高齢者支援金分 0 0 0 0 0 －

介護納付金分 0 0 0 0 0 －

676,192 172,817 49,755 453,620 0 25.6

医療給付費分 427,414 105,297 29,737 292,380 0 24.6

後期高齢者支援金分 151,801 45,731 12,321 93,749 0 30.1

介護納付金分 96,977 21,789 7,697 67,491 0 22.5

894,689,067 707,494,189 8,088,266 179,106,612 871,420 79.1計

一般被保険者

収入未済額区　　　分 調　定　額 収 入 済 額 不納欠損額

現年課税分

滞納繰越分

還  付
未済額

収入割合
（対調定額）

（単位：円､％）

退職被保険者

現年課税分

滞納繰越分
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② 歳 出 

国民健康保険事業特別会計の歳出決算状況は、次のとおりである。 

うち翌年度繰越額

5,002,077 151,106 0 5,153,183 4,963,758 189,425 0

不用額当初予算額 補正予算額 予算現額 支出済額繰越額

 
支出済額 4,963,758千円は、予算現額に対して 96.3％の執行率となっており、不用額は

189,425千円となっている。 

なお、被保険者数の状況及び各被保険者の保険給付の状況は次表のとおりである。 

 

被保険者数の状況
（単位：人、世帯）

合　　計

5,715

被　保　険　者　数 一　　般 8,587

8,587 退　　職 0

2,563

区　　　　　　　　　　分

世　　帯　　数

介 護 保 険 第 ２ 号 被 保 険 者 数
 

 

保険給付の状況

区　　　分 一　　般 退　　職

給付 152,981件 0件

一人当り医療費 457,922円 ---円

一件当り医療費 25,704円 ---円

療養費 4,086件 0件

高額療養費 7,719件 0件

出産育児一時金

葬祭費

14件

67件  
 

国民健康保険事業特別会計においては、被保険者の高齢化、医療技術の進歩による治療費

の高額化等により、今後も医療費の増加が見込まれる。その一方で収納率の状況等を考慮す

ると、長引く景気低迷の影響等徴収事務の困難性はうかがえるものの、さらなる啓発と納税

指導等により、円滑な滞納整理と収納率向上に努められたい。 

また、平成 30 年度から福岡県が主体的に国保財政運営を担うようになったが、自治体間

の状況に差異が大きく、単年度収支の均衡を図るところまでは至っていない。本市も累積赤

字の解消や、1人当たりの医療費の削減等多くの課題が残されていることから、医療費の適

正化を図るとともに、国の保険者努力支援制度等を活用しながら財源を確保し財政の安定

化を図り、課題解消に向けて実効性のある体制整備や適切な運用を行うことを望むもので

ある。 
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（２）後期高齢者医療特別会計 

① 歳 入 

後期高齢者医療特別会計の歳入決算状況は、次のとおりである。 

当初予算額 補正予算額 繰越額 予算現額 調定額 収入済額 不納欠損額 収入未済額

663,339 △ 14,006 0 649,333 652,298 647,741 936 3,621

収入済額 647,741 千円は、予算現額に対して 99.8％、調定額に対して 99.3％の収入率 

となっている。 

  

○保険料の収入状況

285,043,300 285,425,840 0 △ 382,540 382,540 100.1

現年度分 285,043,300 285,425,840 0 △ 382,540 382,540 100.1

滞納繰越分 0 0 0 0 0 -

120,495,844 115,555,744 935,600 4,004,500 75,970 95.9

現年度分 116,924,160 114,107,220 0 2,816,940 75,970 97.6

滞納繰越分 3,571,684 1,448,524 935,600 1,187,560 0 40.6

405,539,144 400,981,584 935,600 3,621,960 458,510 98.9

特別徴収保険料

普通徴収保険料

計

（単位：円､％）

区　　　分 調　定　額 収 入 済 額 不納欠損額 収入未済額 還付未済額
収入割合

(対調定額）

 

② 歳 出 

後期高齢者医療特別会計の歳出決算状況は、次のとおりである。 

うち翌年度繰越額

663,339 △ 14,006 0 649,333 636,507 12,826 0

不用額当初予算額 補正予算額 予算現額 支出済額繰越額

 

支出済額 636,507 千円は、予算現額に対して 98.0％の執行率となっており、不用額は 

12,826千円となっている。 

 

 75 歳以上の高齢者に対する医療給付は、県内全市町村で構成する福岡県後期高齢者医

療広域連合により給付事務等が行われ、各種申請事務や保険料徴収事務等の実施主体は嘉

麻市で行われている。制度改正などに伴う、事務の変更等に遺漏の無いよう、広域連合と

連携をとり対応されたい。 

また、過去より継続してきている滞納繰越分の保険料徴収において、財源の確保と公平

性の保持のため、より一層の工夫と努力を図られたい。 
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 (３) 住宅新築資金等貸付事業特別会計 

① 歳 入 

住宅新築資金等貸付事業特別会計の歳入決算状況は、次のとおりである。 

当初予算額 補正予算額 繰越額 予算現額 調定額 収入済額 不納欠損額 収入未済額

42,848 △ 6,333 0 36,515 199,287 39,987 0 159,300

   

収入済額 39,987 千円は、予算現額に対して 109.5％、調定額に対して 20.1％の収入率 

となっている。 

なお、収入未済額は 159,300 千円となっている。 

 

159,614,892 2,258,748 0 157,356,144 1.4

現年度分 - - - - -

滞納繰越分 159,614,892 2,258,748 0 157,356,144 1.4

1,978,904 35,000 0 1,943,904 1.8

滞納繰越分 1,978,904 35,000 0 1,943,904 1.8

161,593,796 2,293,748 0 159,300,048 1.4

収入割合
（対調定額）

（単位：円､％）

住宅改修資金県貸付金

計

住宅新築資金等貸付金

収入未済額区　　　分 調　定　額 収 入 済 額 不納欠損額

 

 

② 歳 出 

住宅新築資金等貸付事業特別会計の歳出決算状況は、次のとおりである。 

うち翌年度繰越額

42,848 △ 6,333 0 36,515 35,344 1,171 0

（単位：千円）

不用額当初予算額 補正予算額 予算現額 支出済額繰越額

 

支出済額 35,344 千円は、予算現額に対して 96.8％の執行率となっており、不用額は

1,171千円となっている。 

支出済額の主なものは、一般職員給与費 26,870千円等である。 

 

住宅新築資金等貸付事業特別会計においては、徴収努力がうかがえるところであるが、

貸付金の収納率は依然停滞し、また、令和 3年度より、滞納分の徴収事務のみとなってい

るので、財源の確保と公平性の保持のため、収納金徴収のより一層の工夫と努力を図られ

たい。 
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 (４) 介護保険事業特別会計（保険事業勘定） 

① 歳 入 

介護保険事業特別会計（保険事業勘定）の歳入決算状況は、次のとおりである。 

当初予算額 補正予算額 繰越額 予算現額 調定額 収入済額 不納欠損額 収入未済額

5,723,877 △ 5,779 0 5,718,098 5,538,919 5,523,016 3,110 12,793

 
収入済額 5,523,016 千円は、予算現額に対して 96.6％、調定額に対して 99.7％の収入

率となっている。 

また、不納欠損額 3,110千円により、収入未済額は 12,793千円となっている。 

○保険料の収入状況

854,082,600 855,091,430 0 △ 1,008,830 1,008,830 100.1

現年度分 854,082,600 855,091,430 0 △ 1,008,830 1,008,830 100.1

滞納繰越分 0 0 0 0 0 -

92,086,681 75,174,666 3,109,885 13,802,130 75,465 81.6

現年度分 76,925,147 70,882,202 0 6,042,945 75,465 92.1

滞納繰越分 15,161,534 4,292,464 3,109,885 7,759,185 0 28.3

946,169,281 930,266,096 3,109,885 12,793,300 1,084,295 98.3

（単位：円､％）

収 入 済 額 不納欠損額 還付未済額
収入割合

（対調定額）

普通徴収保険料

計

特別徴収保険料

収入未済額区　　　分 調　定　額

 

 

② 歳 出 

介護保険事業特別会計（保険事業勘定）の歳出決算状況は、次のとおりである。 

 

うち翌年度繰越額

5,723,877 △ 5,779 0 5,718,098 5,223,601 494,497 0

不用額当初予算額 補正予算額 予算現額 支出済額繰越額

  

支出済額 5,223,601千円は、予算現額に対して 91.4％の執行率となっており、不用額は

494,497千円となっている。 

各給付費の決算額は、次表のとおりである。 

（単位：円）

区　　　　　分 決　算　額 区　　　　　分 決　算　額

居宅介護サービス給付費 1,446,570,956 介護予防サービス計画給付費 29,312,025

地域密着型介護サービス給付費 664,468,764 地域密着型介護予防サービス給付費 6,721,616

施設介護サービス給付費 1,834,592,642 高額介護サービス費 114,733,764

居宅介護福祉用具購入費 4,542,976 高額介護予防サービス費 75,864

居宅介護住宅改修費 10,808,097 特定入所者介護サービス費 140,304,412

居宅介護サービス計画給付費 168,968,242 特定入所者介護予防サービス費 81,239

介護予防サービス給付費 147,608,531 高額医療合算介護サービス費 14,197,086

介護予防福祉用具購入費 3,031,067 高額医療合算介護予防サービス費 111,911

介護予防住宅改修費 11,676,177 合　　　　　計 4,597,805,369  



  - 25 - 

（５）介護保険事業特別会計（サービス事業勘定） 

① 歳 入 

介護保険事業特別会計（サービス事業勘定）の歳入決算状況は、次のとおりである。

（単位：千円）
当初予算額 補正予算額 繰越額 予算現額 調定額 収入済額 不納欠損額 収入未済額

72,927 △ 10,153 0 62,774 58,139 58,139 0 0  
収入済額 58,139 千円は、予算現額に対して 92.6％、調定額に対して 100.0％の収入率

となっている。 

なお、収入済額は、介護予防支援計画費収入 29,225千円、介護予防・日常生活支援総合

事業収入 13,918 千円、一般会計繰入金 14,996千円である。 

 

② 歳 出 

介護保険事業特別会計（サービス事業勘定）の歳出決算状況は、次のとおりである。 

うち翌年度繰越額

72,927 △ 10,153 0 62,774 58,139 4,635 0

（単位：千円）

不用額当初予算額 補正予算額 予算現額 支出済額繰越額

 

支出済額58,139千円は、予算現額に対して92.6％の執行率となっており、不用額は4,635

千円となっている。 

支出済額の主なものは、主任介護支援専門員・社会福祉士・介護支援専門員の報酬 35,342

千円、介護予防支援計画作成委託料 8,743千円、サブセンター委託料 4,400千円、介護予

防ケアマネジメント計画作成委託料 3,861千円等である。 

 

介護保険事業特別会計においては、公平性の確保と円滑な事業推進のため、保険料徴収

のより一層の工夫と努力を図るとともに、事業者による不正請求の抑止など適切な事務処

理と健全な財政運営を行われたい。 

また、高齢化が進むなか、介護給付費の適正化や高齢者の自立支援と重度化防止のため

の取り組みに努められたい。 
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４ 財産に関する調書 

決算年度における財産の増減及び決算年度末現在高は、次表のとおりである。 

  

前 年 度 末 決算年度末
現  在  高 現　在　高

行　政　財　産 4,315,045 4,339,007

普　通　財　産 12,256,470 12,242,391

計 16,571,515 16,581,398

行　政　財　産 380,155 412,710

普　通　財　産 15,884 15,884

計 396,039 428,594

 株券 千円 50,100 50,100

7,570 7,570

1,810 1,810

320 320

100,000 100,000

5,058 5,058

2,800 2,800

117,558 117,558

物
品

台 778 840

土
地
及
び
建
物 建

物
㎡

土
地

㎡

0

0

0

0

0

決算年度中

 取得価格が50万円以上のもの

千円

合　　　　　　　計

地方公共団体金融機構出資金

嘉麻市文化スポーツ振興公社出資金

福岡県畜産協会出資金

0

62

有
価

証
券

公有財産、物品増減表

福岡県広域森林組合出資金

出
資
に
よ
る
権
利

福岡県信用保証協会出捐金

福岡県農業信用基金協会出資金

単位

9,883

0

区　　　分

0

23,962

△ 14,079

増　減　高

32,555

0

32,555

 

 

※ 建物については、延面積である。 
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債 権 増 減 表 

 （単位：千円） 

区    分 
前 年 度 末 

現  在  額 

決算年度中 

増 減 額 

決算年度末 

現 在 額 

災 害 援 護 資 金 貸 付 金 1,158 △ 758  400 

奨 学 資 金 貸 付 金 180,304 △ 10,666 169,638 

地域改善対策専修学校等技能習得資金 66 △ 66 0 

合       計 181,528 △ 11,490  170,038 

 

（現金）

前 年 度 末 決算年度中 決算年度末
現  在  高 増　減　高 現　在　高

嘉麻市高額介護サービス費等貸付基金 100 0 100
嘉麻市高額療養費支払資金貸付基金 9,972 0 9,972
嘉 麻 市 財 政 調 整 基 金 2,484,543 △ 191,032 2,293,511
嘉 麻 市 減 債 基 金 1,187,625 92,357 1,279,982
嘉麻市中山間ふるさと・水と土保全基金 59,369 △ 4,565 54,804
嘉 麻 市 ふ る さ と づ く り 基 金 1,435 54,080 55,515
嘉 麻 市 地 域 福 祉 基 金 0 0 0
嘉麻市かんがい施設維持管理基金 3,320,926 △ 413,027 2,907,899
嘉 麻 市 山 林 基 金 71,047 △ 4,607 66,440
嘉 麻 市 漆 生 線 跡 地 整 備 基 金 37,283 21 37,304
嘉 麻 市 学 校 建 設 基 金 38839 32,805 71,644
嘉 麻 市 益 富 城 自 然 公 園 基 金 32,617 18 32,635
嘉麻市嘉穂総合運動公園整備基金 145,949 83 146,032
嘉 麻 市 （ 平 山 ・ 上 臼 井 ・ 西 郷 地 区 ） ほ 場 整 備 振 興 基 金 61,791 35 61,826
嘉 麻 市 霊 園 基 金 56,741 596 57,337
嘉麻市嘉穂百谷緑地公園国有財産購入基金 22,246 13 22,259
嘉麻市住宅新築資金等貸付事業基金 285,842 △ 42,270 243,572
嘉麻市国民健康保険給付費支払準備基金 0 0 0
嘉 麻 市 介 護 給 付 費 準 備 基 金 459,522 △ 34,699 424,823
嘉 麻 市 地 域 振 興 基 金 1,590,534 △ 366,795 1,223,739
嘉 麻 市 森 林 環 境 譲 与 税 基 金 18,694 4,885 23,579

合　　　　　計 9,885,075 △ 872,102 9,012,973

基　金　増　減　表

（単位：千円）

基　　金　　名
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（不動産）

前 年 度 末 決算年度中 決算年度末
現  在  高 増　減　高 現　在　高

土地（山林） 810,343 0 810,343
立木 23,667 0 23,667

土地（山林） 810,343 0 810,343
立木 23,667 0 23,667

嘉 麻 市 山 林 基 金

合　　　　　計

（単位：土地・㎡、立木・㎥）

基　　金　　名 区分

 

 

（有価証券）

前 年 度 末 決算年度中 決算年度末

現  在  高 増　減　高 現　在　高

嘉 麻 市 財 政 調 整 基 金 719,545 196,624 916,169

嘉 麻 市 減 債 基 金 343,947 167,356 511,303

嘉麻市中山間ふるさと・水と土保全基金 17,193 4,699 21,892

嘉 麻 市 ふ る さ と づ く り 基 金 416 21,760 22,176

嘉麻市かんがい施設維持管理基金 991,625 397,940 1,389,565

嘉 麻 市 山 林 基 金 20,576 5,964 26,540

嘉 麻 市 学 校 建 設 基 金 11,248 17,370 28,618

嘉麻市住宅新築資金等貸付事業基金 82,782 14,516 97,298

嘉 麻 市 介 護 給 付 費 準 備 基 金 133,082 36,618 169,700

嘉 麻 市 地 域 振 興 基 金 460,633 28,203 488,836

嘉 麻 市 森 林 環 境 譲 与 税 基 金 5,414 4,005 9,419

合　　　　　計 2,786,461 895,055 3,681,516

（単位：千円）

基　　金　　名
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第６ む す び 

 

令和 4年度の一般会計及び特別会計の総計決算額は、義務教育学校施設整備事業（稲築西、

稲築東、碓井の 3校）などの影響により、予算現額 50,777,318千円（対前年度 2,386,013千

円、4.9％増）に対し、歳入決算額 47,304,969千円（対前年度 8,066,178 千円、20.6％増）、

歳出決算額 46,255,029千円（対前年度 7,747,035 千円、20.1％増）となっている。これによ

り、歳入決算額から歳出決算額を差し引いた形式収支は 1,049,940千円となり、形式収支か

ら翌年度へ繰越すべき財源を控除した実質収支は、859,753千円となっている。 

また、実質収支から前年度実質収支を控除した単年度収支は 399,007 千円であり、単年度

収支から財政調整基金の積立・取崩額等を加除した実質単年度収支は 404,599千円となって

いる。 

 

なお、各会計の決算状況は以下のとおりである。 

① 一般会計での形式収支は 974,857千円の黒字、実質収支は継続費逓次繰越額 18,882千

円、繰越明許費繰越額 171,296 千円及び事故繰越額 9 千円により 784,670 千円の黒字

となり、単年度収支は 194,634 千円の黒字、実質単年度収支については 200,226 千円

の黒字となった。 

② 国民健康保険事業特別会計では形式収支、実質収支ともに 240,209千円の赤字となり、

単年度収支、実質単年度収支については 67,009千円の黒字となった。 

なお、形式収支の赤字額 240,209千円は翌年度歳入繰上充用金で処理されている。 

③ 後期高齢者医療特別会計では形式収支、実質収支ともに 11,234千円の黒字となり、単

年度収支、実質単年度収支については 1,821千円の黒字となった。 

④ 住宅新築資金等貸付事業特別会計では形式収支、実質収支ともに 4,643 千円の黒字、

単年度収支、実質単年度収支については 54千円の赤字となった。 

⑤ 介護保険事業特別会計（保険事業勘定）では形式収支、実質収支ともに 299,415 千円

の黒字、単年度収支、実質単年度収支については 135,597千円の黒字となった。 

⑥ 介護保険事業特別会計（サービス事業勘定）では形式収支、実質収支、単年度収支、

実質単年度収支ともに 0円となった。 

 

本年度一般会計においては、地方交付税、財産収入等が減少したものの、市債、国庫支出

金等が増加したことにより、歳入全体で 8,015,408 千円の増となっている。 

また、歳出において、民生費で 676,001千円、総務費で 526,671千円等が減少したものの、

教育費で 9,368,445千円、消防費で 131,357千円等が増加したため、歳出全体では 7,900,638

千円増加し、収支としては黒字決算となった。 

しかしながら、歳入構成を見ると、自主財源の比率は 16.7％であり、前年度と比較すると

4.4％減少しており、継続的には低い状況にある。 

また、市税をはじめとする自主財源は大きな伸びが期待できず、地方交付税等の依存財源

に頼らざるを得ない状況であり、支出面においては、義務教育学校施設整備事業での 3校（碓
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井中学校区、稲築中学校区、稲築東中学校区）の建設費の伸びが増加の主たる要因であり、

今後、高齢化の進行に伴い社会福祉関係費や、老朽化し重複する公共施設の維持管理など、

更なる財政負担が見込まれる状況である。これまでの数次にわたる行財政改革は、おおむね

所期の目標を達成してはいるものの、本市を取り巻く経済情勢は依然として不透明であるこ

とから、第４次嘉麻市行政改革実施計画に基づき、令和 3年 4月より個々の事業の取組を開

始したことから、一層の成果に期待する。 

令和 4年度決算において特筆すべきは、教育費の決算額が、9,368,445 千円（375.6％）の

増となり、令和 2年度からの継続費である義務教育学校施設整備事業にて、令和 5年度に開

校の 3校舎が整備され、残る外構工事等が引き続き執行される予定である。これにより、児

童生徒の安全安心及び質の高い教育環境を実現するとともに、地域コミュニティの拠点とな

る学校施設整備となるよう期待する。 

次に消防費の決算額が 131,357 千円（13.4％）の増加となっている。これは、主として農

業用施設及び河川や道路等の災害防止対策工事費の増によるものである。 

また、近年の異常気象による甚大な災害に伴う突発的な財政負担が発生した場合、それに

対応できる財政計画が必要であり、財政所管課では予算執行状況の把握を厳密に行い、いた

ずらに不用額が生じることが無いようにしていただきたい。昨今の情勢により一部の工事等

においては、資材の不足、調達の遅延、人材不足等の状況の中、繰越事業となっていること

から、一層、事業の進捗を迅速に把握し予算管理に努めていただきたい。 

一方、財政状況については、新型コロナウイルス感染症に伴う影響は以前より小さくなっ

たものの、ウクライナ情勢の長期化に伴う物価高騰、さらに人口減少に伴う税収確保の厳し

さ、事業に要した起債の償還や社会保障費の増大など、今後も引き続き厳しい状況が見込ま

れることから、新たな財源の確保を図るとともに、事業の見直しや経費の削減を図り、住民

の福祉の向上に努められるようお願いしたい。 

最期に、普通会計で経常収支比率は 102.5％となり、前年度の 98.8％と比較すると 3.7ポ

イント増加しており、極めて、厳しい財政構造であり、妥当と考えられる 75％～80％を大幅

に超過している現状から、早急に財政構造の弾力性を確保する必要がある。 

このような財政負担が増加する中において、地方自治体の自主性、自立性を発揮し、主体

的、効率的な事務事業を推進し、今後においても、市民の期待に応え、安定した行政サービ

スを提供し、維持していくためにも、行財政改革を着実に推進していくことはもとより、職

員一人ひとりが、行政職員としての研鑽を積み、法令を遵守し、常にその組織及び運営の合

理化に努め、最少の経費で最大の効果を挙げるという地方自治の基本理念に回帰し、「いき

たい 住みたい つながりたい 遠賀川源流のまち 嘉麻 ～みんなで創る“誇れるふるさと”

“未来のふるさと”～」を目指し、市民サービスの向上に努力されることを切望する。 
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嘉 麻 市 基 金 運 用 状 況 審 査 意 見 

 

 

第１ 審査の対象 

令和４年度  嘉麻市高額介護サービス費等貸付基金 

令和４年度  嘉麻市高額療養費支払資金貸付基金 

 

 

第２ 審査の期間 

令和５年７月３日（月）～７月３１日（月） 

 

 

第３ 審査の方法 

審査にあたっては、基金受払簿、その他関係資料等により、基金の運用は条例等に基づき

確実かつ効率的に行われているか、計数は正確であるか等について慎重に審査を行った。 

 

 

第４ 審査の結果 

基金の運用状況はその設置目的に沿って適正に運用されており、その計数は正確であるこ

とを確認した。 
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第５ 各基金の運用状況 

 

 

嘉麻市高額介護サービス費等貸付基金

前 年 度 末 本 年 度 末

現 在 高 件　数 金　額 件　数 金　額 現 在 高

現　金 100,000 0 0 0 0 0 100,000

（単位：円、件）

貸　　付 償　　還
区　　分 積 立 額

 

本年度の運用状況は、前年度末現在高の 100,000 円に対し、貸付、償還による増減はな

かった。 

 

 

嘉麻市高額療養費支払資金貸付基金

前 年 度 末 本 年 度 末

現 在 高 件　数 金　額 件　数 金　額 現 在 高

現　金 9,972,037 0 0 0 0 0 9,972,037

（単位：円、件）

貸　　付 償　　還
区　　分 積 立 額

 

本年度の運用状況は、前年度末現在高の 9,972,037 円に対し、貸付、償還による増減は

なかった。 

 

 

 

 

 




